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今
年
中
に

閉
店
す
る
百

貨
店
は
、
全

国
で
１０
店
を

超
え
る
と
い

う
。
昨
年
の

年
間
売
上
高

は
既
存
店
ベ
ー
ス
で
０
・

８
％
の
微
減
だ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
だ
け

の
店
が
閉
ま
る
▼
函
館

市
、
青
森
市
、
大
垣
市
、

甲
府
市
…
。
閉
鎖
店
舗
の

ほ
と
ん
ど
が
地
方
都
市
の

店
だ
。
そ
の
背
景
に
は
、

人
口
減
少
や
オ
ー
バ
ー
ス

ト
ア
と
い
っ
た
、
地
方
が

こ
の
１０
数
年
抱
え
て
き
た

問
題
が
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
よ
る
恩
恵
も
、
都

会
の
店
ほ
ど
享
受
で
き
な

い
▼
東
京
都
が
定
め
る
２

０
２
０
年
の
訪
都
外
国
人

旅
行
者
の
目
標
は
２
千
５

０
０
万
人
。
訪
日
外
国
人

目
標
４
千
万
人
の
６
割
以

上
を
占
め
る
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
イ
ヤ
ー
な
の
で
当
然

だ
と
言
え
る
が
、
地
方
に

も
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
波
が
失
速

す
る
危
惧
も
生
ま
れ
る
▼

首
都
圏
で
は
来
年
の
五
輪

期
間
中
、
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
が
会
場
の
都
合
な
ど
で

中
止
に
な
る
。
こ
う
し
た

動
き
は
地
方
に
も
広
が

り
、
例
え
ば
安
芸
の
宮
島

で
毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
る

花
火
大
会
は
来
年
の
中
止

が
決
ま
っ
た
。
五
輪
と
重

な
り
、
警
備
が
不
十
分
に

な
る
と
予
測
さ
れ
る
た
め

だ
。
今
後
、
全
国
各
地
で

こ
う
し
た
例
が
増
え
る
可

能
性
は
強
い
。
聖
火
は
日

本
全
国
を
回
る
が
、
そ
れ

が
東
京
に
灯
っ
た
の
ち
、

一
極
集
中
が
よ
り
鮮
明
に

な
る
懸
念
も
拭
え
な
い
。

サ
ラ
ダ
ク
ラ
ブ
は
、
８
月

２４
日
出
荷
分
か
ら
関
西
・
九

州
（
沖
縄
県
を
除
く
）
も
他

エ
リ
ア
同
様（
※
注
）、
「
千

切
り
キ
ャ
ベ
ツ
」「
千
切
り
キ

ャ
ベ
ツ
ビ
ッ
グ
パ
ッ
ク
」
の

消
費
期
限
を
１
日
延
長
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
沖
縄
県
を
除
く

全
国
で
「
千
切
り
キ
ャ
ベ

ツ
」
２
品
の
消
費
期
限
が
加

工
日
に
加
え
５
日
間
と
な
る
。

同
社
で
は
、
「
野
菜
本
来

の
抵
抗
力
を
生
か
し
、
な
る

べ
く
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
な
い

よ
う
に
洗
浄
す
る
こ
と
」
と

「
１０
℃
以
下
の
低
温
流
通
管

理
（
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
）
」

を
両
立
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
サ

ラ
ダ
の
鮮
度
を
維
持
す
る
技

術
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
回
の
消
費
期
限
延
長

は
、
「
野
菜
に
や
さ
し
い
製

法
（
特
許
４
９
９
４
５
２
４

号
）
」
を
改
良
し
、
野
菜
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
抑
え

な
が
ら
洗
浄
す
る
技
術
の
確

立
に
よ
り
実
現
で
き
た
も

の
。
消
費
期
限
延
長
に
よ

り
、
消
費
者
に
は
欲
し
い
時

に
購
入
し
や
す
く
な
り
、
ま

と
め
買
い
に
も
対
応
し
や
す

く
な
る
。
ま
た
、
販
売
店
に

も
売
れ
残
り
に
よ
る
廃
棄
ロ

ス
や
、
売
り
切
れ
に
よ
る
販

売
機
会
ロ
ス
が
低
減
で
き
る
。

漬
物
の
市
場
規
模
は
こ
こ
数
年
、
３
千
２
０
０
億
円

前
後
で
安
定
し
、
下
げ
止
ま
り
が
み
ら
れ
る
。
１８
年
は

テ
レ
ビ
の
健
康
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
梅
干
と
キ
ム
チ
の
需
要
が
増
加
し
、
両
ジ
ャ
ン
ル
の

市
場
が
拡
大
し
た
。
消
費
者
は
漬
物
に
�
健
康
力
�
を

求
め
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
商
品
が
今
後
も

続
々
と
市
場
投
入
さ
れ
る
。
漬
物
の
健
康
力
を
積
極
訴

求
し
、
さ
ら
な
る
需
要
喚
起
に
つ
な
げ
た
い
。
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昨
夏
は
全
国
的
に
猛
暑
と

な
り
、
熱
中
症
対
策
で
梅
干

が
爆
発
的
に
売
れ
、
業
界
は

対
応
に
追
わ
れ
た
。
秋
以
降

も
高
い
販
売
レ
ベ
ル
が
続

き
、
市
場
は
一
段
底
上
げ
さ

れ
た
。
１８
年
の
梅
干
・
梅
漬

の
市
場
規
模
は
前
年
比
８
・

８
％
増
の
４
９
０
億
円
と
な

っ
た
（
本
紙
推
定
）
。

秋
に
は
テ
レ
ビ
番
組
で
大

腸
を
老
化
さ
せ
な
い
最
強
の

食
材
と
し
て
キ
ム
チ
が
紹
介

さ
れ
、
放
送
翌
日
か
ら
メ
ー

カ
ー
に
注
文
が
殺
到
。
１８
年

の
キ
ム
チ
の
市
場
規
模
は
７

・
５
％
増
の
７
２
０
億
円
と

な
っ
た
（
本
紙
推
定
）
。
キ

ム
チ
も
消
費
者
か
ら
健
康
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

健
康
訴
求
の
食
品
と
言
え

ば
、
近
年
は
機
能
性
表
示
食

品
が
象
徴
的
だ
。
漬
物
市
場

に
も
機
能
性
表
示
食
品
が
い

く
つ
か
存
在
す
る
が
、
い
ま

の
と
こ
ろ
ヒ
ッ
ト
商
品
は
誕

生
し
て
い
な
い
。
業
界
で
は

「
な
じ
み
の
な
い
新
商
品
よ

り
、
定
着
し
て
い
る
主
力
品

を
機
能
性
表
示
に
し
た
方
が

販
売
効
果
を
得
ら
れ
る
」
と

い
う
見
方
も
あ
る
。

こ
の
意
見
を
具
現
化
す
る

商
品
が
相
次
い
で
発
売
さ
れ

る
。
キ
ム
チ
大
手
の
美
山
は

８
月
末
頃
か
ら
、
主
力
の
３

個
パ
ッ
ク
「
イ
チ
オ
シ
キ
ム

チ
」
を
機
能
性
表
示
食
品
と

し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
発
売
す

る
。
ま
た
、
酢
漬
大
手
の
岩

下
食
品
は
１１
月
か
ら
主
力
の

「
岩
下
の
新
生
姜
」
を
機
能

性
表
示
食
品
と
し
て
発
売
す

る
。

機
能
性
表
示
以
外
の
健
康

訴
求
も
あ
る
。
に
ん
に
く
漬

ト
ッ
プ
の
片
山
食
品
は
今

秋
、
主
力
製
品
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
減
塩
と
少
ア
レ
ル

ゲ
ン
化
を
進
め
る
。
減
塩
な

が
ら
味
は
従
来
品
と
変
え

ず
、
最
適
な
塩
加
減
に
仕
上

げ
た
。
高
ま
る
消
費
者
の
健

康
志
向
に
対
応
し
、
競
合
品

と
の
差
別
化
を
図
る
。

メ
ー
カ
ー
の
健
康
訴
求
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
動
き
も

あ
る
。
業
界
団
体
の
全
日
本

漬
物
協
同
組
合
連
合
会
は
今

月
１
日
か
ら
発
酵
漬
物
認
定

制
度
に
つ
い
て
認
定
申
請
の

受
け
付
け
を
開
始
し
た
。
漬

物
は
機
能
性
成
分
を
多
く
含

み
、
長
年
、
日
本
人
の
健
康

に
貢
献
し
て
き
た
が
、
近
年

の
発
酵
ブ
ー
ム
に
は
今
一
つ

乗
り
切
れ
て
い
な
い
。
同
制

度
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
る

発
酵
を
切
り
口
と
し
た
需
要

喚
起
も
期
待
さ
れ
る
。

（
１０
面
に
「
つ
け
も
の

版
」
、
１１
～
２２
面
に
「
漬
物

特
集
」
）

ヤ
マ
キ
は
２８
日
、
モ
ル
デ

ィ
ブ
共
和
国
の
鰹
節
製
造
会

社
で
あ
る
ユ
ア
ー
ズ
・
モ
ル

デ
ィ
ビ
ア
ン
・
ア
ッ
ド
ゥ
・

カ
ツ
オ
ブ
シ
社
（
以
下
Ｙ
Ｍ

Ａ
Ｋ
社
）
を
子
会
社
化
す
る

と
と
も
に
、
鰹
節
を
製
造
す

る
Ｙ
Ｍ
Ａ
Ｋ
社
か
ら
最
終
製

品
を
製
造
す
る
ヤ
マ
キ
愛
媛

事
業
所
本
社
工
場
ま
で
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
一
気
通
貫

で
「
Ｍ
Ｓ
Ｃ

Ｃ
ｏ
Ｃ
認

証
」
を
取
得
し
た
と
発
表
し

た
。Ｙ

Ｍ
Ａ
Ｋ
社
は
２
０
１
３

年
設
立
の
鰹
節
製
造
会
社
。

ヤ
マ
キ
が
技
術
指
導
し
た
工

場
、
製
法
、
品
質
管
理
に
よ

り
、
魚
質
に
優
れ
、
鮮
度
の

高
い
カ
ツ
オ
か
ら
質
の
高
い

鰹
節
を
製
造
し
て
い
る
。

ヤ
マ
キ
と
Ｙ
Ｍ
Ａ
Ｋ
社

は
、
Ｙ
Ｍ
Ａ
Ｋ
社
の
会
社
設

立
、
工
場
建
設
の
検
討
段
階

か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
に
あ

り
、
そ
の
ス
キ
ー
ム
構
築
、

工
場
設
計
、
製
造
立
ち
上
げ

の
す
べ
て
を
共
同
で
推
進
し

て
き
た
。
ま
た
、
ヤ
マ
キ
は

Ｙ
Ｍ
Ａ
Ｋ
社
製
品
に
対
す
る

独
占
購
買
権
を
取
得
し
て
お

り
、
Ｙ
Ｍ
Ａ
Ｋ
社
は
同
社
専

用
鰹
節
工
場
の
位
置
付
け
に

あ
っ
た
。

ヤ
マ
キ
は
、
Ｙ
Ｍ
Ａ
Ｋ
社

の
工
場
を
フ
ル
活
用
し
、
さ

ら
に
独
自
性
、
差
別
性
の
高

い
高
付
加
価
値
鰹
節
の
開
発

生
産
、
安
定
供
給
を
目
指
す

と
と
も
に
、
Ｙ
Ｍ
Ａ
Ｋ
社
を

起
点
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

一
気
通
貫
で
「
Ｍ
Ｓ
Ｃ

Ｃ

ｏ
Ｃ
認
証
」
を
取
得
し
、
持

続
可
能
な
水
産
原
料
調
達
へ

の
貢
献
を
実
現
す
る
た
め
、

Ｙ
Ｍ
Ａ
Ｋ
社
を
子
会
社
化
す

る
こ
と
に
し
た
。

特
に
同
社
は
事
業
活
動
を

通
じ
た
「
体
の
健
康
」
「
地

球
の
健
康
」
「
心
の
健
康
」

へ
の
貢
献
を
目
指
す
中
で
、

「
地
球
の
健
康
」
へ
の
貢
献

に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な

水
産
原
料
調
達
へ
の
貢
献
を

重
要
テ
ー
マ
と
位
置
付
け
て

い
る
。
そ
の
重
要
テ
ー
マ
へ

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
一

気
通
貫
で
の
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証
体

系
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
た
。

具
体
的
に
は
モ
ル
デ
ィ
ブ

共
和
国
政
府
の
外
貨
出
資
許

可
を
取
得
し
た
う
え
で
、
Ｙ

Ｍ
Ａ
Ｋ
社
の
新
規
発
行
普
通

株
１５
万
４
千
２
０
０
株
を
引

き
受
け
、
普
通
株
議
決
権
９９

・
９
％
を
取
得
。
同
時
に
取

締
役
の
過
半
数
と
な
る
取
締

役
３
人
を
派
遣
し
た
。

モ
ル
デ
ィ
ブ
は
カ
ツ
オ
漁

業
を
一
本
釣
り
に
制
限
し
て

お
り
、
Ｙ
Ｍ
Ａ
Ｋ
社
は
１８
年

８
月
、
こ
の
カ
ツ
オ
を
背
景

に
「
Ｍ
Ｓ
Ｃ

Ｃ
ｏ
Ｃ
認

証
」
を
取
得
済
み
。
一
方
、

ヤ
マ
キ
は
こ
の
ほ
ど
、
Ｙ
Ｍ

Ａ
Ｋ
社
製
鰹
節
を
前
提
に
花

か
つ
お
、
か
つ
パ
ッ
ク
な
ど

を
製
造
す
る
同
社
愛
媛
事
業

所
本
社
工
場
で
「
Ｍ
Ｓ
Ｃ

Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
」を
取
得
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
内

完
結
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
一
気
通
貫
で
の
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認

証
体
系
の
構
築
に
至
っ
た
。

県
知
覧
産
紅
茶
１
０
０
％
使

用
し
飲
ん
だ
後
に
甘
い
香
り

の
余
韻
が
広
が
る
の
が
特
徴

と
な
っ
て
い
る
。

紅
茶
市
場
が
テ
ィ
ー
バ
ッ

グ
な
ど
の
嗜
好
品
と
清
涼
飲

料
の
両
方
で
活
性
化
し
て
い

る
。
紅
茶
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
は

昨
年
ま
で
低
迷
し
て
い
た

が
、
今
年
１
月
中
旬
頃
か
ら

抗
ウ
イ
ル
ス
作
用
な
ど
紅
茶

の
機
能
価
値
が
複
数
の
メ
デ

ィ
ア
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
で
急
伸
。
１
～
７

月
累
計
の
販
売
金
額
は
１
ケ

タ
後
半
の
伸
び
に
な
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
。

紅
茶
飲
料
は
、
大
手
各
社

の
新
規
提
案
に
加
え
て
、
テ

ィ
ー
バ
ッ
グ
を
中
心
と
し
た

紅
茶
全
体
の
活
性
化
や
外
食

の
タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー

の
盛
り
上
が
り
が
追
い
風
と

な
り
１
―
７
月
累
計
の
販
売

金
額
は
１０
％
強
の
伸
び
に
な

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

長
梅
雨
の
影
響
で
飲
料
総

市
場
が
振
る
わ
な
い
中
で
の

大
幅
な
伸
び
と
な
り
、
各
社

と
も
紅
茶
飲
料
・
活
性
化
の

認
識
が
強
固
に
な
っ
た
と
み

ら
れ
、
今
後
さ
ら
な
る
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
展
開
が
予
想
さ

れ
る
。

２２
日
、
日
本
コ
カ
・
コ
ー

ラ
は
「
紅
茶
花
伝

ロ
イ
ヤ

ル
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
」
の
フ
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
発
表
し
た
。

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
を
好
む
１０

代
・
２０
代
を
メ
ー
ン
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
、
新
容
器
を
採
用
し

た
ほ
か
、
中
味
は
ミ
ル
ク
負

け
し
な
い
よ
う
に
茶
葉
を
増

量
す
る
な
ど
し
て
同
商
品
を

刷
新
し
９
月
２
日
に
発
売
開

始
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

俳
優
の
伊
藤
健
太
郎
さ
ん
を

起
用
し
た
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
ほ
か
、

デ
ジ
タ
ル
施
策
、
サ
ン
プ
リ

ン
グ
、
店
頭
活
動
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
展

開
し
て
い
く
。

山
腰
欣
吾
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

本
部
テ
ィ
ー
カ
テ
ゴ
リ
ー
グ

ル
ー
プ
マ
ネ

ジ

ャ

ー

は

「
『
紅
茶
花
伝
』
史
上
か
つ

て
な
い
く
ら
い
の
規
模
で
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
投
資
を
実
施

し
て
い
く
」
と
語
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

主
に
訴
求
し
て
い
く
の
は
国

産
牛
乳
を
１
０
０
％
使
用
し

て
い
る
点
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は

「
１０
代
・
２０
代
は
他
の
世
代

に
比
べ
牛
乳
の
飲
用
率
が
高

い
。
『
紅
茶
花
伝

ロ
イ
ヤ

ル
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
』
は
か
ね

て
か
ら
牛
乳
を
使
っ
て
い
た

が
、
そ
の
特
徴
を
十
分
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
を
丁
寧
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
け
ば
、
よ
り

魅
力
的
に
感
じ
て
も
ら
え
る

と
考
え
た
」
と
説
明
す
る
。

店
頭
で
は
ク
ロ
ス
Ｍ
Ｄ
を

提
案
し
タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク
テ

ィ
ー
や
チ
ー
ズ
テ
ィ
ー
の
提

案
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
用
意
し
て
い
る
。

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
で
は
、
ト

ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
「
午
後
の

紅
茶
」
（
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ

ジ
）
か
ら
、
甘
さ
か
ら
離
れ

て
い
く
２０
代
前
半
か
ら
３０
代

前
半
の
働
く
女
性
を
メ
ー
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
微
糖

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
「
ザ
・
マ

イ
ス
タ
ー
ズ

ミ
ル
ク
テ

ィ
ー
」
が
３
月
に
新
発
売

さ
れ
、
７
月
時
点
で
３
千

６
０
０
万
本
（
１
５
０
万

�
）
を
突
破
し
た
。

「
『
ザ
・
マ
イ
ス
タ
ー
ズ

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
』
は
３０
～

４０
代
女
性
を
中
心
に
リ
ピ
ー

ト
率
が
高
く
、
基
幹
の
『
午

後
の
紅
茶

ミ
ル
ク
テ
ィ

ー
』
は
男
性
を
中
心
に
販
売

が
伸
び
て
い
る
た
め
購
入
者

の
カ
ニ
バ
リ
が
な
く
好
調
を

維
持
し
て
い
る
」
（
キ
リ
ン

ビ
バ
レ
ッ
ジ
）
と
い
う
。

サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
仕
事
中

の
飲
用
シ
ー
ン
を
狙
い
、
３

月
に
「
ク
ラ
フ
ト
ボ
ス

Ｔ

Ｅ
Ａ
ノ
ン
シ
ュ
ガ
ー
」
、
７

月
に
「
ク
ラ
フ
ト
ボ
ス

ミ

ル
ク
Ｔ
Ｅ
Ａ
」
を
新
発
売
し

た
。
販
売
状
況
は
「
と
も
に

想
定
を
上
回
っ
て
好
調
に
推

移
し
、
特
に
『
ミ
ル
ク
Ｔ
Ｅ

Ａ
』
の
動
き
が
よ
い
」
（
サ

ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
）
と
し
、
２
品
計

で
８
千
万
本
を
突
破
し
た
と

み
ら
れ
る
。

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
以
外
で

は
、
伊
藤
園
は
８
月
５
日
に

「
Ｔ
Ｅ
Ａ
�

Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｎ

Ｅ
Ｗ

Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｉ

Ｃ
生
オ
レ
ン
ジ
テ
ィ
ー
」
を

新
発
売
し
た
。

同
商
品
は
、
オ
レ
ン
ジ
果

汁
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
だ
け
で

は
な
く
、
紅
茶
と
一
緒
に
生

の
オ
レ
ン
ジ
ス
ラ
イ
ス
を
抽

出
し
た
紅
茶
飲
料
で
「
順
調

に
推
移
し
て
い
る
」
（
伊
藤

園
）
。
９
月
に
は
「
お
茶
屋

の
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
た
新
感
覚
の
紅
茶
」
の
発

売
を
予
定
し
て
い
る
。

無
糖
紅
茶
で
は
「
午
後
の

紅
茶

お
い
し
い
無
糖
」
が

カ
レ
ー
と
の
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
フ
ー

ド
訴
求
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
効

果
に
よ
っ
て
１
―
７
月
で
約

１０
％
増
と
な
っ
た
。
な
お

「
午
後
の
紅
茶
」
全
体
も
好

調
で
、
同
期
間
の
販
売
実
績

は
７
％
増
の
３
千
１９
万
�
を

記
録
し
た
。

無
糖
紅
茶
の
パ
イ
オ
ニ
ア

で
あ
る
「
シ
ン
ビ
ー
ノ

ジ

ャ
ワ
テ
ィ
ス
ト
レ
ー
ト

レ

ッ
ド
」
（
大
塚
食
品
）
は
６

月
か
ら
、
発
売
３０
周
年
を
記

念
し
た
限
定
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

発
売
し
順
調
に
推
移
し
て
い

る
模
様
。

ポ
ッ
カ
サ
ッ

ポ
ロ
フ
ー
ド
＆

ビ
バ
レ
ッ
ジ
の

「
知
覧
に
っ
ぽ

ん
紅
茶

無

糖
」
は
鹿
児
島

片
山
食
品
の
「
ピ
リ
辛
胡
瓜
」

�
�
�
�
�
�
�
�

岩下食品の「岩下

の新生姜」

各
社
の
新
規
提
案
で
活
性
化

紅 茶 飲 料
ニニ
ーー
ズズ
対対
応応
のの
商商
品品
続続
々々
とと
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漬漬

物物

��健健康康力力��でで需需要要喚喚起起

ヤマキ

鰹鰹
節節
製製
造造
会会
社社
をを
子子
会会
社社
化化

一
気
通
貫
で
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証
取
得

●サラダクラブ●

消費期限を１日延長

漬 物

……………………
きょうの主な内容

��～�� 九州暑中号
��～�� 漬物特集

梅干とキムチの活況
で漸減市場にようや
く下げ止まり感。

※
注

北
海
道
、
東
北
、
関

東
、
北
陸
、
中
部
、
中
四
国
で

は
今
年
４
月
１２
日
出
荷
分
か
ら

延
長

嗜嗜好好品品とと外外食食のの盛盛りり上上ががりりがが追追いい風風にに
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